
『鉄の壁』
【前略】
　読者の方々はみな、他の植民地化が行われてきた国々の初期の歴史に関するいくらかの認識をお持ちである。
私はあなた方にあらゆる有名な実例を思い起こすことをお勧めする。もしあなたが、現地人との合意を得て為
された植民地化の例を一つでも探そうとするなら、それは失敗に終わるだろう。住民たちは（文明化されてい
ようが野蛮なままであろうが）常に頑強な戦いを続けてきた。さらにいえば、植民者たちがどのように行動す
るかは結局何の影響も与えなかった。ペルーやメキシコを征服したスペイン人たちは、あるいはヨシュア・ベ
ン・ヌンの時代に我々自身の先祖もそうだったと言う人もいるだろうが、あたかも山賊のようにふるまった。
しかし北アメリカでは、初めて真の開拓を行ったあの「偉大な開拓者」、イングランド人、スコットランド人、オ
ランダ人たちは高い道徳性を有する人々であった。彼らは赤い人々との平和を維持したいと願ったばかりでは
なく蝿一匹にさえ憐みをかけることが出来た人々だった。あの処女林と広大な原野の大きな空間は白人と赤い
人々が共に使うことが出来ると、あらゆる誠実さと純真さをもって信じる人々だったのだ。しかしながら原住
民たちは、野蛮な植民者たちに対しても文明化された植民者たちに対しても、共通して、同じレベルの残虐さで
抵抗したのである。
　もう一つの全く役に立たなかった視点は、植民者がその土地から自分たちを追い出したいと考えていると原
住民たちが疑っているかどうかを問題にすることだった。米国の広大な土地には決して百万人あるいは二百万
人を超えるインディアンたちが住んでいるわけではなかった。住民たちは、自分たちが追い出されるのではな
いかという恐れから白人の植民者と戦ったのではない。その理由は単純だ。どこであろうがいつであろうが、自
分の国の中で他の植民者を受け入れるような原住民がいたためしがない、ということである。どのような原住
民たちも、文明化されているか野蛮であるかに関わらず、自分の住む地域を自分たちの祖国と見なすものであ
る。新しい主人ばかりでなく、たとえそれが新しいパートナーであったとしても、彼らが自主的にそれを受け入
れるようなことは決して無いだろう。
【中略】
　シオニストの植民は、その最も控えめなものであっても、やめてしまうかあるいは原住民たち意思を無視し
て実行されるかのどちらかでなければならない。それゆえに、この植民は地元の住民とは無関係の権力による
保護のもとにのみ続けられ発展させることが出来る。つまり原住民たちが打ち破ることの出来ない鉄の壁であ
る。これがアラブ人に対する我々の方針の全てなのだ。他の方法でこれを成し遂げることは偽善に過ぎまい。
【中略】
　現実に生きている人間というものは、もはや何の希望も残されていないときにのみ、そのような決定的とな
る問題に対して大幅な譲歩を行うのである。その鉄の壁に何一つ傷を付けることが出来ない事実と向き合うと
きにだけ、そのような場合にのみ、過激グループがその支配力を失い主導権が穏健グループの方に移るのだ。そ
のような場合にのみ、これらの穏健グループが我々のところにやって来てお互いの譲歩を提案することだろう。
そしてそのような場合にのみ、穏健派が、立ち退きをしないで済む保証や平等や自治権といった実践的な問題
に関する約束の提案を行うことだろう。
【中略】
　しかしそのような合意に向かう唯一の道はこの鉄の壁である。それは言ってみればパレスチナでアラブ人に
よるあらゆる種類の影響を排除した一つの政府を強力に作り上げることであり、そしてアラブ人たちが必ずそ
れに対して戦うであろうものだといえる。言い換えると、我々にとって将来の合意に向けての唯一の道は、今現
在において合意へ向けてのいかなる試みをも完全に拒否することである。
【中略】
　我々は、シオニズムが道徳であり正義であると主張する。そしてそれが道徳であり正義であるがゆえに、正義



は果されなければならないのだ。ジョセフが、シモンが、イヴァンが、あるいはアクメットがこれを認めようと
そうでなかろうと、問題ではない。　それ以外の道徳性など存在しないのだ。
【後略、訳出終り】  　　　

※ 注　
上記資料はバルセロナ在住の童子丸開氏のＨＰよりコピーさせて頂いています。「元資料として、レニ・ブレン
ナーの"The Iron Wall"に掲載されている英語訳を使用した。」と記されています。　　
ジャボチンスキーに関しては童子丸開氏のＨＰで様々な角度から深く詳細な見解が示されています。今回の記
事ジャボチンスキーの欄にはその見解を参考に作成しています。
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